
沓形港における港湾利用の効率性・安全性の向上

平成30年度 ～ 令和02年度 利尻町

・施設機能を強化することにより、地元漁船の陸揚げや出漁準備等の作業の利便性や安全性を確保する。

○事後評価の実施体制、実施時期

A2　海岸事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H30 H31 H32 H33 H34 （百万円）

A2-1 港湾 北海道 利尻町 直接 利尻町 地方 防風柵整備事業（沓形港） 防風柵新設　1基　L＝59ｍ 187.0

小計（海岸事業）

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33

合計

番号

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33 （百万円）

小計

番号 一体的に実施することにより期待される効果

港湾施設の機能を強化し、港湾利用の効率性・安全性の向上を図る。

機能強化が必要な施設数
（対策済みの施設の割合）＝（対策実施済み施設数/要対策施設数）×100

一体的に実施することにより期待される効果 備考

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）
全体事業費
（百万円） 備考

（面積等）

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
0.0%

利尻町

事業実施期間（年度）
備考

備考

要素となる事業名

－ Ｃ －全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
187百万円 Ａ 187百万円 Ｂ

0% 50% 100%

（H30当初） (H32末) （R2末）

社会資本総合整備計画　事後評価書 令和６年９月５日

計画の名称 ○

計画の期間 交付対象

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

重点配分対象の該当

事　後　評　価

　令和6年9月

　利尻町ホームページにて公表

備考

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

　産業課（水産港政係）及び建設課（建設農林係）にて実施 公表の方法

番号 事業者
事業及び
施設種別

要素となる事業名 事業内容 市町村名

交付対象事業

１．交付対象事業の進捗状況

番号 事業者
省略

事業内容 市町村名
工種



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ　定量的指標に関する ・港湾施設の機能が強化され、地元漁船の陸揚げや出漁準備等の港湾利用の効率性や安全性が図られる。
　　 交付対象事業の効果の発現状況

Ⅱ　定量的指標の達成状況

Ⅲ　定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現

３．特記事項（今後の方針等）
・港湾施設の機能強化をすすめ、港湾利用の効率性・安全性を図ります。

指標①機能強化が必要な
施設数（対策済みの施設
割合）＝（対策実施済み施
設数/要対策施設数)×100

最終目標値 100%
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 100%



社会資本整備総合計画

計画の名称 沓形港における港湾利用の効率性・安全性の向上

計画の期間 平成30年度　～　令和02年度　（3年間） 利尻町交付対象

A ２ - １

沓形港における港湾利用

の効率性・安全性の向上

物揚場・第１岸壁

L=５９m


